
GFP鹿児島キックオフフォーラムin鹿児島市

ＪＡ鹿児島県経済連グループにおける

輸出の取組みについて

令和５年６月８日（木）



事業内容

ＪＡ鹿児島県経済連は、県下ＪＡがつくってい
る県段階の連合会です。

事業としては組合員農家の生産した農畜産物を
ＪＡを通じて集荷・加工・販売する「販売事業」
と、農業生産や生活に必要な資材をＪＡを通じて
供給する「購買事業」を行っています。



ＪＡグループ組織図



経済連組織図

営業開発課
輸出・総合営業

県域農畜産物直売所
新業態開発

ECサイト運営等



関連会社の概要



関連会社の概要



本会グループ輸出状況（令和４年度実績）

品 目 輸出額
（単位：千円）

主な仕向先

畜 産 2,919,000 米国・台湾・香港・豪州

青果物 25,000 台湾・香港・シンガポール

茶 135,000 米国・EU・豪州・台湾

その他 117,000 米国・アジア圏

計 3,196,000
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輸出の取り組みや工夫

品 目 輸出額
（単位：千円）

主な仕向先

畜 産 2,919,000 米国・台湾・香港・豪州

青果物 25,000 台湾・香港・シンガポール

茶 135,000 米国・EU・豪州・台湾

その他 117,000 米国・アジア圏

計 3,196,000

さつまいも・きんかん・その他野菜類

補助事業を活用した輸出向け
モデル産地づくりに取組んでいます



輸出の取り組みや工夫

きんかん

モデル産地

JA鹿児島きもつき

JA南さつま

ターゲット

台湾をメイン
としたアジア圏



輸出の取り組みや工夫 きんかん

現状
•東南アジア諸国で春節時期の縁起物として需要あり

課題
•台湾における残留農薬基準は日本と異なり、より厳しい基準が設定

対応

•台湾の残留農薬基準に対応した防除暦の作成

•実需者（輸出商社・輸入商社）と密接に連携した出荷計画の作成

目標

•対象産地のきんかん輸出量の拡大

•他のきんかん産地への波及

成果

•本県きんかん輸出額拡大

•アジア諸国における鹿児島ブランドの育成



輸出拡大に向けた課題

○販売先の拡充

○本県産きんかんのブランディング

○継続的な輸出向けモデル産地づくり
（残留農薬基準の厳しい台湾への対応）



今後の展望

○南北600㎞の地の利を活かした魅力ある
農産物・加工品の海外へのブランディング

○新たな品目への挑戦



私たちの使命



ご清聴ありがとうございました
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